
    

 

 

 

 

学び続ける先生 

いよいよ 12月、2022 年も残り 1か月となりました。 

まだまだ新型コロナの影響も受けてはいますが、年度当初の 4月

に設定していた行事などに関しては、おかげさまでここまで予定

通り実施することができました。 

振り返れば、入学式から始まり土曜参観や個人懇談、ついに３年

ぶりのプールに入ることもできました。また宿泊行事や運動会、

遠足や校外学習では年 2回に加えて公共の交通機関を使用しての

移動を行うこともできました。 

そして、もちろん忘れてはいけないのが日々の５時間・６時間の

授業。その積み重ねは、１年間で１年生が８５０時間＋α、６年

生になると１０１５時間＋αにもなります。 

我々教職員も、そんな子どもたちに負けじと勉強しています。 

会議や各種打ち合わせ、出張や研修のわずかな隙間を縫いなが

ら、先日の『研究授業』により授業づくりについて深めました。 

６年生の算数で、テーマは『拡大図と縮図』。６年３組の教室に

全教職員が集まり、授業を見学しました。例年、お互いに授業を

公開したり相互に交流することはありましたが、このように一堂

に会することができたのはかなり久し振りのことでした。でも、

教室をほぼ約２７０°ぐるりとたくさんの先生に囲まれた３組の

子どもたちの心境はいかに…、というところですが😄 

生活に根差した算数、算数的な思考を深める算数。両方の角度か

ら授業を分析し、今後の指導について意見交流や研究協議を進め

ながら、市の教育委員会から指導主事を招いて、講義および指導

助言をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

次回は中学年と低学年で実施の予定です。今後も学び続けたいと 

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の主な予定】 

１０日（火）始業式   １１日（水）給食開始  １８日（水）委員会⑥ 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(11/30 現在) 101 108 126 86 106 82 610 

1 木 学習発表会（6年） おはなし会（1年） 

2 金 学習発表会（2年） 八中見学（6年） 

3 土  

4 日  

5 月 芸術鑑賞会 低学年（３・４時間目）高学年（5・6 時間目） 

6 火 学習発表会（4年） 

7 水 委員会⑤ 卒業アルバム写真（6年・委員会） 

8 木 校外学習（2年） 

9 金  

10 土  

11 日  

12 月 個人懇談・作品展（１３：２０下校） 

13 火 個人懇談・作品展（１３：２０下校） 

14 水 全校朝会 クラブ⑤ 卒業アルバム写真（6年・クラブ） 

15 木 個人懇談・作品展（１３：２０下校） 

16 金 個人懇談予備日 合同あいさつ運動 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火  

21 水 卒業アルバム写真（予備日） 

22 木 給食終了 短縮授業（１３：２０下校） 

23 金 終業式（１１：３０下校） 

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木  

30 金  

31 土  
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１２月の行事予定 

 
※新型コロナの感染状況により、予定が変更となる場合がございます。 

『で』と『を』の違い 

“1 年間の学び”というところでつなげると、1年生から 6年生

までのそれぞれには左記の『学び続ける先生』の記載の通り年間

の授業計画があります。その年間計画をいかに学校や地域の特色

を生かしたものにデザインできるか、という❝カリキュラム・マ

ネジメント❞について日夜研究しています。 

どの教科も教科書を軸にして学習し内容を履修します。しかし、

「何をどのように学ぶのか」「何ができるようになったのか」とい

う部分で考えると、子どもたちの学びについて夏の研修では、大

阪教育大学教職大学院の田村知子先生からの講義の中で、『教科書

“を”学ぶのではなく、教科書“で”学ぶ。このたった一文字の

違いがとても大きいのです』とご教義いただきました。 

本当にその通りで、教科書の内容は大切ですが、そこから子ども

たちがいかに主体的に学びを広げていくことができるのか、それ

がとても重要です。 

そして、教科書がない総合的な学習の時間や特別活動などについて

は、東丘の特色を生かしたもの、それはやはり校区・町探検、また地域

の方々との出会い・ふれあいを通した学びではないかと思います。 

とはいえ、ここ３年新型コロナでなかなか思うように叶いませんでした

が、地域の方の東町にかかわる紙芝居や校区で仕事をされている方々

への訪問など、それも少しずつ回復してきています。 

このように『子どもたちの学び』について、学校内だけではなく、様々な

角度から考えていきたいと思います。 
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

八中校区の交流？連携？接続？ 

先日の 11 月 11 日（金）に人権における市民の集いが曽根のア

クア文化ホールにて開催されました。フロア席から発表を見学す

る前提で気楽に構えていましたが、ひょんなことから八中の六嶋

校長先生と北丘の吉川校長先生と私の 3人のリレー形式で発表す

るという緊急事態が起こりました。 

3 人で知恵を絞って『三校合同の取組み』についてのプレゼンを

作成し、無事？滞りなく？？紹介することができました。 

その中で、幼保こ⇔小も「連携」ではなく「接続」という架け橋

プログラムがあります。小⇔中も 9年間を見通した義務教育の形

が問われています。義務教育学校を除けば、豊中で唯一同じ教育

目標を掲げる三校。ひょんなことからでしたが、これまでの取組

みを振り返ることができる良い機会になりました。 

 

   


